
駒沢女子大学 観光ゼミでの講義

駒沢女子大学の観光文化ゼミにて、株式会社JALスカイ札幌、長沼町役場が講演をしました。生徒が「若者が訪れるまちづくり」を
テーマとした課題に取り組むために、長沼町における地域振興課題や過去の産学連携事例、JALスカイ札幌との取り組みについ
て紹介しました。その後の授業で、生徒は長沼町の課題を解決するための観光ツアーの企画を行いました。

【講義実施授業概要】

授業名 観光マーケティングの基礎③
JALスカイ札幌・長沼町の提示

開催者 駒沢女子大学観光文化学類 本間准専任講師
日 程 令和4年5月25日（水）13：00～14：30
参加者 学生 11名

JALスカイ札幌地域活性化事業室 室長 河合氏
じゃらんリサーチセンター 松本氏

【授業内容】

1.事前課題のふりかえり
2.JALスカイ札幌 課題の提示
3.長沼町 課題の提示
4.授業レポートについて

【学生からの意見】

・私自身が免許を持っておらず、公共交通機関の有無は旅行先を決める重要
な基準でもあるので、長沼町の公共交通に課題を感じた。

・立地の良さから観光客が宿泊しないことが課題だと思った。今後の授業で
宿泊アクションにつながるマーケティングを考えたい。

・自然保護のボランティア需要があるということから、長沼町の観光に関連
づけることができれば、さらに観光作業を盛り上げることができるのでは
ないかと思った。

【じゃらんリサーチセンターからのコメント】

・自然や野生動物との共生を考えた旅行商品は世界的に見てもポテンシャル
がある。旅行がまちづくり・環境保全につながる仕組みは、今後ニーズが出
るはずなので、長沼町でも観光が寄付につながる仕組みづくりがあるとよい
のではないか。 16


